
報告対象期間：2025年4月1日～2026年3月31日(一部対象外の情報も掲載しています)

報告対象範囲：イビデンおよび国内グループ会社(一部の項目は個々に範囲を記載しています)

イビデン健康経営 Report 2026
~ New Stage of Health 115 plan ~



Moving on to our New Stage 人と地球に優しいイビデン

従業員とご家族の心身の健康は、健全な経営を支える基盤であり、当社グループの発展に不可欠です。

予防に重点をおいた活動を積極的に展開し、従業員1人ひとりの健康づくりを支援するため、2017年に代表取締役社長名で

「イビデングループ健康経営宣言」を制定しました。

イビデングループ健康経営宣言

イビデングループは、「人と地球環境を大切にする」という企業理念のもと、従業員
一人ひとりの健康づくりを積極的に支援します。
構内で働くすべての従業員が心身ともに健康で元気に活躍することによって、イビデ
ングループが健全に成長しつづけ、豊かな社会づくりに貢献することを目指します。

3つの健康づくり

01
生涯にわたる
元気な身体づくり

構内への健康増進スペース
の設置や健康イベント等を
計画的に実施し、運動習慣
を身につける活動を推進し
ます。

02
健康を守る
環境づくり

心身の健康に早い段階から
気付き、相談できる体制の
整備や、徹底した分煙によ
りタバコの影響を減らす活
動を推進します。

03
健康を守る
習慣づくり

社員自身によるヘルスプロ
モーションを積極的に支援
します。

代表取締役社長河島浩二



ｋｊｍ

衛生部会は、社内規定に基づき以下の人員で構成しています。
□部会長：人事担当部門長
□事務局：人事担当部門（WLB推進グループ）
□部会員：健康管理推進センター（産業医/保健師）、労働組合、健康保険組合、

環境安全衛生担当部門、事業場衛生専任者、人事担当部門

最高責任者（代表取締役社長）

WLB推進グループ

健康保険組合 労働組合 安全衛生部

各事業場 衛生管理者

安全衛生委員会

管理指標による測定
従業員の満足度向上、欠勤率
プレゼンティーイズム測定(課題特定)

中長期計画への反映
経営層による健康経営への関与
戦略マップの定期見直し
取り組み施策の検討
フィードバックの活用

施策の実行
健康、運動イベントや健康セミナーの実施
産業医・保健師による健康面談の実施など

健康経営の目的
従業員が活き活きと活躍し続ける
企業価値向上で優秀な人材確保

・計画
戦略マップに基づいた各種施策
衛生部会にて年間計画策定、開示

衛生部会では健康経営への理解の促進と、様々な運動イベントや健康セミナーを企
画運営しています。参加者の意見を吸い上げ、管理指標による測定を行い、全従業
員が意欲的に参加できるよう工夫し、PDCAサイクルに取り組んでいます。衛生部会

健康管理推進センター

衛生部会の活動

当社は2017年以降、健康経営の積極的な取り組みが評価され、
10年連続で健康経営優良法人ホワイト500の認定を取得しています。
また、2025年には『健康経営銘柄』に初めて選定されました。
従業員の健康保持・増進による生産性向上と、認定制度への参画を継続
し、企業価値向上による優秀な人材確保で、健全な成長を目指します。

健康経営優良法人認定

健康経営のサポート体制：衛生部会

イビデングループ
衛生部会の方針

構内で働くすべての従業員の健康管理は健全な企業成長の基盤であるとし、イビデングループ衛生部会では健康
寿命の延伸・生産性向上・満足度の向上を経営課題と捉え、健康づくり・健康管理のための情報提供、啓発活動
などを行い、ひとりひとりの意識や行動変容を促す活動を積極的に展開しています。



2026年4月更新（赤字は今回更新部分) 戦略マップは毎年見直し、課題の改善に取り組んでいます。

※1 PHR(Personal Health Record)個人の健康情報を管理・活用するためのシステム

健康投資の効果

従業員の健康課題

健康投資

健康投資施策の取り組み

状況に関する指標

従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標
健康関連の最終的な目標指標

健康風土の醸成

健康経営の浸透状況
サポート、組織的支援（POS）、

WSC等

目標：2027年

方針実現のための

体制・環境

KGI

・アブセンティーイ

ズム、プレゼン

ティーイズムの低下

・ワークエンゲージ

メントの向上

健康経営の目標

・パフォーマンスの

最大化

・心理的安全性ある

職場づくり

健康経営の推進方針

生産性向上と企業価

値向上のために、健康

でいきいきと働く従

業員を増やし、働きや

すい職場にすること

で、活力ある企業に成

長させる

経営方針

禁煙施策参加率、満足度

正しい健康状況把握

①定期健康診断100％実施

②オプション検査の補助(福利厚生)

喫煙率

年休・育児休業

取得率

イベント参加率、満足度

健診受診率

オプション費用補助金額

睡眠課題の取り組み

①睡眠セミナー、e-Learning

②勤務間インターバルの遵守

③外部専門職による改善支援

運動習慣化の取り組み

①ウォーキングイベント【PHR活用】

②各事業場ハツラツ活動の活性化

③部活動の活性化

④社内          開設

運動習慣化・睡眠・喫煙

健康アンケート

回答率、認知度

経営会議での議題

衛生部会開催(毎月)

社員意識調査

【同僚/上司の支援】

喫煙率低下の取り組み

①禁煙促進イベント、保健師伴走

②禁煙サポート補助

③喫煙時間の制限

睡眠セミナー等、受講率

勤務間インターバル11時

間ルールの遵守

運動習慣化率

プレゼンティーイズム

SPQ10%以下

ワークエンゲージメント

社員意識調査

(関連指標)3.6以上

アブセンティーイズム

傷病欠勤率１％以下

睡眠により休養がと

れている割合

従業員満足度の向上

①福利厚生の充実

②両立支援制度の拡充

カフェポイントの利用率

両立支援制度の拡充と利

用率

人的資本経営を、

「経営」の視点と

「従業員（ウェル

ビーイング）」の実

践で継続的な企業価

値向上を実現する

健康経営：戦略マップ



当社の健康における課題設定

⇒当社の健康における課題設定は健康診断結果と年2回のプレゼンティーイズム調査などの
健康データを解析し、医療専門職の助言の下、設定しています



2025年度健康診断の結果によると、運動習慣のある社員は
24.2％にとどまり、近年の推移でも横ばいです。(グラフ1)

運動習慣のない社員ほどプレゼンティーイズムも悪い傾向に
あることが分かりました。(グラフ2)

運動不足は健康課題全体の主要因の一つであり、肩こりや腰
痛、倦怠感、睡眠にも影響します。各種イベントへの参加促
進に加え、勤務中や日常生活で無理なく運動を続けられる環
境づくりが課題です。

当社の健康における課題設定①

【課題②：睡眠による休養感向上】

2025年度健康診断の結果によると、睡眠による休養が十分に
とれていない社員は43.4％を占めています。休養状況が良好
な社員に比べ、プレゼンティーイズムも悪い傾向にあります。
(グラフ2)

過去5回のプレゼンティーイズム調査で睡眠は5回連続で最大
の健康課題となっています。最新の調査での損失額は2,133千
円（人/年）にものぼります。(表1)

個々人が睡眠課題への対処法を知り、実行することに加え、
業務負荷の軽減や休息を確保できる職場づくりを継続的に進
めることが必要です。
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グラフ2. 睡眠/運動とプレゼンティーイズムの関係

SPQ(％)人数

24/06 24/12 25/06 25/12 26/06

TOP 1 睡眠 睡眠 睡眠 睡眠 睡眠

TOP 2 倦怠感 腰痛 倦怠感 腰痛 肩こり

TOP 3 肩こり 肩こり 肩こり 肩こり 腰痛

TOP 4 下痢 目 腰痛 目 倦怠感

TOP 5 不安 倦怠感 不安 不安 目

表1. プレゼンティーイズム調査と健康課題の推移
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グラフ1. 運動習慣率の推移

【課題①：運動習慣の向上と定着】

睡眠で休養がとれている＆
運動習慣がある人は生産性が高い



【課題⑥：シニア社員の体力作り支援】

■60歳以上の労災発生件数

これまでの取り組みにより、2025年度のメンタル不調発生率は1.2％
（前年度1.7%）と減少に転じました。しかし、早期発見と未然防止
に向けた対策を継続していくことが必要です。
ラインケアを充実し、労働時間が長い社員への個別面談等、支援につ
なげる体制を整備することが必要です。
また、高血圧・高血糖・脂質異常症などのハイリスク者には、継続的
に産業医・保健師による健康指導を行う必要があり、上司の声掛けや
参加しやすいイベントなど、会社全体で改善への取組を行うことが課
題です。

対象範囲：イビデンおよび国内グルー
プ会社(派遣・請負を含む)
※微傷以上の労働災害件数

当社の健康における課題設定②

【課題④：メンタル不調/ハイリスクへの対応】

70歳までの定年延長が議論される中、高齢のシニア社員が増加して
いきます。
加齢に伴う運動機能と体力、筋力の低下により、腰痛や転倒等の労
災発生リスクが高まると予測されます。
シニア社員が安全・安心に就労できるよう、体力や筋力の維持をサ
ポートする必要があります。

年度 2021 2022 2023 2024 2025 

件数 5 3 1 3 3 

2025年度結果：イビデン単体

定期健診後の精密検査受診率 100.0%

特定保健指導実施率 42.7%

高ストレス者率 5.4%

血圧リスク者率 1.3％

血糖リスク者率 0.4%

喫煙率は毎年1％程度減少しています。しかし、業界水準と比べ高く、
さらなる喫煙率低下に向けて取り組みを強化する必要があります。
喫煙がもたらす健康被害を考慮し、喫煙者が健康への問題に自ら気づ
き改善するための動機付けと、具体的な支援が必要です。
また、非喫煙者への悪影響を考慮し分煙を徹底するために、喫煙所の
削減や移転を実施していきます。

【課題③：喫煙率のさらなる低下】

■喫煙率（%）対象範囲：イビデンおよび国内グループ会社

【課題⑤：女性の健康】

23.0%

25.0%

27.0%

29.0%

2021 2022 2023 2024 2025

女性特有の健康課題は周囲に相談しづらく、本人が不調を抱えたまま
働くことで就業継続や能力発揮に影響する可能性があります。
当社では女性社員数の増加や年齢構成の変化に伴い、女性の健康に関
する知識と理解を男女問わずさらに高めていくことが必要です。
プライバシーに配慮した相談体制や、健康上の理由によって働く機会
が損なわれない職場づくりを進める必要があります。

年度 2021 2022 2023 2024 2025 

人数 475 522 578 597 649 

■女性社員数の推移
対象範囲：正社員・非正社員
含む



【取り組みと実績①：運動習慣の向上と定着】

課題に対する取り組みと実績①

【取り組みと実績②：睡眠による休養感向上】

• 社員自身が睡眠状態を評価できる「睡眠アンケート」を
展開 [利用数約400名]

• 睡眠アンケートにより改善を要する課題ありと判断され
た際に、専門職による面談などで改善を目指す「睡眠改
善プログラム」も展開 [利用者数約30名]

• 睡眠課題を持つ社員が臨床心理士などの専門職に気軽に
相談できる「ポケットセラピスト」を通じた無料相談を
提供 [面談数30回/月]

• 睡眠と睡眠課題へのリテラシー向上を目的とした睡眠セ
ミナーを開催

• 産業医/保健師による睡眠に関する正しい知識の展開

• 健康保険組合と会社で協業して行うウォーキングイベン
ト（春・秋）を継続開催

• 夏・冬に会社独自のウォーキングイベントを追加開催
[2025年度参加者数 5,312名］

• グループ会社も含む社員と家族が参加できる運動会の開
催 ［毎年3,000名以上が参加］

• 部活動の活性化 ［540名が加入前年より＋87名］
• 社員が無料で利用できる自社ジムを建設中 [2027年1月

開設予定]

• トップメッセージにて喫煙率低下への取組みを改めて表明
• 喫煙者に対して禁煙プログラムの無償提供を開始［200名

分の予算確保］
• 喫煙者に対して禁煙パイポの配布を開始［200名分の予算

確保］
• 非喫煙者に対する悪影響を排除するため、事業場の喫煙所

の統廃合・移転を実施中［2027年春までに完了予定］
• 2026年末より喫煙時間を制限予定
• 禁煙サポートプログラム(禁煙ラリー)継続 [2008年度より

延べ200人が参加]

【取り組みと実績③：喫煙率のさらなる低下】

運動会写真

自社独自ウォーキング
イベントの案内

運動会の一コマ睡眠改善プログラム
の案内



【取り組みと実績④：
メンタル不調/ハイリスクへの対応】

課題に対する取り組みと実績②

• 産業医/保健師による健康面談での通院状況や生活習慣の
継続確認 [健康面談 2,100名以上実施］

• メンタル不調の早期発見と対応を目的とした管理職教育
（2026年度係長職を追加）[実施率100％]

• 労働時間が長い社員に対する人事部門によるモニタリング
/労使協議会での検討/直接面談 [直接面談は2025年度約
120名に実施]

■メンタル不調
発生割合の推移

2021 2022 2023 2024 2025

0.8% 1.3% 1.4% 1.7% 1.2%

【取り組みと実績⑤：女性の健康】

• プレコンセプションケアの一環として子宮頸がん(HPV)セルフ
検査キットを希望者に無償提供 ［2026年9月 74名利用］

• 将来に向けての正しい知識の習得と対応について啓発を実施
• 女性の健康課題アンケート(表1)により課題を把握し健康情報

の提供に活用
• 運動会にて社員とその家族を対象に女性の健康啓発イベント

を開催
• 協力会社の従業員へ女性の健康に関する研修を実施
• 女性の健康セミナーを定期開催

(表1) 2025年度：女性の健康課題に
関する調査結果（抜粋）

月経前症候群（PMS） 43.0%

月経困難症 18.0%

更年期障害の症状 19.0%【取り組みと実績⑥：
シニア社員の体力作り支援】

• シニア社員の体力測定を実施（50歳・55歳・59歳）し自
身の体力に気づく機会を提供 [2025年度200名以上参加]

• スポーツインストラクターによる改善に向けた運動指導を
実施

• 動画配信によるシニア社員への安全体力への意識向上
[第3弾まで公開]

• ベテラン活躍サイトの展開 [対象者の約50％が登録]
ベテラン活躍サイトのトップページ 運動会での女性の健康

啓発イベント



2021年度 2023年度 2024年度 2025年度

社員意識調査(関連総合スコア) 3.30 3.40 3.45 3.62

課題に対する取り組みと実績③

■ワーク・エンゲージメントの調査と課題への対応

社員意識調査にてワーク・エンゲージメント(活力・熱意・没頭)に関する指
標において定点観測を行っています。意識の変化や仕事のやりがいなどを把
握して課題改善に向けた対応をしています。2025年度全体の特徴は下記の
通りです。

• 協働し役割を果たそうとする意識が高く前向きな職場運営を心掛けている
• お互いの価値観を認め信頼関係を築くことができている可能性が高い
• 特定の人たちに業務負荷がかかり職場運営のバランスを欠く恐れがある
• 職場で仕事の進め方を見直し改善に向けて相互にやりとりができる状況を
つくり出すことが必要

出勤しているものの心身の健康に何らかの問題を抱えていることが原
因で、業務遂行能力や生産性が低下している状態をプレゼンティーイ
ズムといいます。社員のエンゲージメントや生産性向上
(プレゼンティーイズム改善)に向けて、対策を進めています。
2024年度よりQQmethod※1という測定方法を追加し、外部調査にて
健康課題（睡眠、腰痛、肩こりが上位）を特定しています

＜測定方法(頻度、対象、回答率)＞
SPQ測定※2(2024年度より2回/年、イビデン単体、94.8％)

■予兆管理/プレゼンティーイズム測定

1.14 1.15
1.28 1.32 1.34

14.2 14.5
14.8

14.0 14.4

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

10

11

12

13

14

15

16

24/6 24/12 25/6 25/12 26/6

生産性損失額/名 SPQ(%)

※1 QQmethod：プレゼンティーイズム測定方法、生産性低下に大きく影響している健康課題を把握 ※2 SPQ(東大1項目版)：プレゼンティーイズム測定方法、値が低い方が労働生産性損失が少ない

【topics】両立支援の取り組み
社員数の増加に伴い、より多様な社員とその背景、多様な働き方への対応が
必要となっています。特に育児・介護については今後の会社の事業維持との
関係が強いと位置づけ、重点的に取り組んでいます。

• 男性育児休業取得率の向上：2025年度の
取得率は82.8%と高い数値となっています

• 自社主催育休セミナーの開催：労使協業で
年2回開催しています

• 休業前面談および育休復職前面談：本人・
上司・人事で復職後の不安軽減のために実
施しています

• 介護相談窓口の設置：24時間365日のケア
マネジャー等の専門家への相談窓口を設置
しています

■健康アンケート

イビデンおよび国内グループ会社、派遣社員、請負社員など、構
内で働くすべての従業員を対象とした健康アンケートを毎年実施
しています。アンケート結果は従業員の健康意識の確認や、課題
解決に向けた施策につなげています。
【2026年7-8月分析結果】

• 健康習慣は前年度より概ね改善傾向。一方、腰の負担は増加
• 腰痛は、立ち作業が多い40代、50代に多い傾傾
• 作業環境・姿勢改善の腰痛対策に加え休息の取り方を周知

(人)

男性育児休業取得率の推移



項目 2021 2022 2023 2024 2025 2027

運動習慣化率(％) 20.2 22.5 24.0 25.0 24.2 30以上

適正体重維持者【BMI18.5-24.9】(％) 61.7 61.8 61.6 61.4 61.0 70以上

喫煙率(％) 27.7 26.5 25.6 25.2 24.4 20以下

定期健康診断結果
【腹囲：男性85㎝、女性90㎝以上の該当者比率】(％)

38.8 40.7 39.8 40.3 42.4 30以下

傷病による休職の状況【1ヶ月以上休業した社員の発生率】(％) 1.6 2.5 2.8 2.6 2.3 1.0以下

うち、メンタル不調発生率(％) 0.8 1.3 1.4 1.7 1.2 0.5以下

総労働時間(時間) 2,165 2,069 2,029 2,058 2,052 2,000以下

年次有給休暇取得率(％) 79.5 86.8 82.3 83.5 86.3 100

ストレスチェック受検率(％) 83.4 94.6 92.7 97.0 92.6 90以上

健康経営データ(指標)と中期目標 実 績 （イビデン単体） 目 標

実績（イビデンおよび国内グループ会社）

個別施策に対する健康投資額(百万円) 2024 2025 2026

・イビデングループハツラツ運動会
■運動会では毎年代表取締役社長より従業員とご家族に向けて、健康経営の積極的な推進と運動習慣化やコミュニケーション活性化について、トップ
メッセージを発信。運動会実施後アンケートでは約7割が満足と回答。運動習慣化率も向上しており、健康投資に一定の効果があると考えています。

15 16 19

・福利厚生【カフェテリアプラン制度（健康関連メニュー利用実績）】
■2024年度よりカフェテリアプラン制度を導入しました。健康リスク対策(禁煙治療補助等)支援や花粉症治療、スポーツ施設の利用補助、睡眠対策グッ
ズの購入補助などのメニューを充実させています。※他、自己啓発や両立支援に関するメニューも充実させています。

15 46 ※1

・喫煙率低下への投資
■喫煙率の更なる低下に向けて禁煙プログラム中期目標20％との差である約200名分の禁煙プログラム提供と禁煙パイポ配布を開始しました。
また、非喫煙者への健康被害防止のため、より徹底した分煙を行うため喫煙所の移設・整備を実施しています。

※2 ※2 107

健康経営データ：2026年9月時点

※1：2027年4月集計予定 ※2：喫煙率低下への投資単独としては なし（福利厚生の一環として計上）
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